
十
二
月
二
日

新
潟
市
『
ユ
ニ
オ

ン
プ
ラ
ザ
』
で

『
一
〇
四
七
名
解

雇
撤
回
！
総
団
結
！

解
決
に
向
け
た
決

断
を
迫
る
新
潟
県

集
会
』
が
十
三
時

三
〇
分
か
ら
開
催
、

県
内
各
地
か
ら
労

組
・
支
援
団
体
な

ど
百
二
十
一
名
が

結
集
し
ま
し
た
。
集
会

で
は
国
労
弁
護
団
・
海

渡
弁
護
士
の
記
念
講
演

や
闘
争
団
の
決
意
表
明
、

各
地
域
か
ら
の
闘
争
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

開
会
で
は
小
野
坂
弁
護
士
か
ら
『
一
日

も
早
い
解
決
を
望
ん
で
い
る
。
二
〇
年
の

闘
い
を
さ
さ
え
て
き
た
こ
と
は
大
切
な
こ

と
。
解
雇
撤
回
を
目
指
す
』
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
各
来
賓
あ
い
さ
つ
・
集
会
ア

ピ
ー
ル
・
全
体
で
の
『
が
ん
ば
ろ
う
』
の

合
唱
な
ど
あ
り
大
き
く
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
カ
ン
パ
の
提
案
が
あ
り
、
五
万
六
十

円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
守
橋
委
員
長
の
団
結
が
ん
ば

ろ
う
で
終
了
し
ま
し
た
。

共
同
行
動
は
前
進
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｌ

Ｏ
勧
告
・
国
労
の
新
た
な
訴
訟
〜
大
同
団

結
の
道
筋
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
必
ず
勝

利
を
。

裁
判
闘
争

で
不
当
労
働

行
為
を
立
証

し
て
い
く
。

不
当
解
雇
を

一
日
も
早
く

無
く
し
て
い

く
た
め
に
が

ん
ば
っ
て
い

く
。

国
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国
鉄
新
潟国労新潟地本 守橋委員長

20年間という長い闘いを、ささえていた

だいたことについて御礼を。北海道から函

館・音威子府の闘争団、全動労争議団が参

加している。いくつかの新たな状況につい

て、闘いを進めるうえで国労としてどのよ

うにとらえていくのか～海渡弁護士の講演

をお願いした。不採用事件＝20年目に入っ

た～これを超えさせない解決を。共通の願

い認識として広がっている。人道的見地か

ら1日も早い解決が求められる。意見書採択

が寄せられている～全国的な世論に。ＩＬ

Ｏは第7次勧告を出した。それもこれまでよ

りも一歩踏み込んだ内容だ。新たな訴訟が

今月5日に提訴。あくまでも政治解決が基本

時効の前に提訴。早期解決にどう生かすか

が問われる。総団結が解決に向け事態を大

きく動かす上で大前提になっている。

今日の集会がこれからの重要な闘いの確

信・エネルギーになることを願い皆さんの

ご協力を訴える。

音威子府闘争団
関野副団長

音威子府は1030人の村。103人が闘争

団・家族。村の1割。20年間、町・村・

地方が解体された。ひとりでは闘ってこ

れなかった。多くの励まし激励でがんば

ることができた。展望ができた。なんと

しても20年の節目で撤回させる。労働委

員会、9・15判決で認定されたが～行政

の責任をしっかり取ってもらう。1047名

の大同団結。さらに深め政治の責任で。

法廷の中でも迫っていく。大衆行動も。



国
鉄
闘
争

〜
三
十
六
闘
争

団
一
〇
四
七
名
、

今
が
決
戦
段
階
と

考
え
る
。

限
ら
れ
た
武
器

し
か
な
い
が
使
え
る
武
器
は

す
べ
て
使
い
切
る
。
当
事
者

と
し
て
団
結
を
強
め
て
い
く
。

こ
れ
か
ら
解
決
へ
。

ま
わ
り
の
人
達
の
さ
さ
え

も
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。

国
労
の
ブ
レ
を
無
く
す
た

め
に
も
当
事
者
の
団
結
を
。

決
戦
段
階
＝
国
労
の
闘

い
と
し
て
、
国
労
の
団
結
を

柱
に
し
て
い
く
。
政
治
的
解

決
を
迫
っ
て
い
く
。

県
職
労
・
中
頚
支
部

丸
山
書
記
長

日
米
共
同
訓
練
に
つ
い
て
〜
場
所
は

上
越
市
・
中
郷
村
と
旧
妙
高
村
に
あ
る
。

広
大
な
面
積
（
一
九
〇
〇
ｈ
ａ
）
。
十
月

十
六
〜
二
十
六
日
共
同
訓
練
が
実
施
さ
れ

る
。
反
対
運
動
を
取
り
組
む
。
一
九
九
〇

年
に
一
回
目
、
今
回
で
七
回
目
。
陸
自
三

百
五
十
人
（
第
一
空
挺
隊
・
海
外
派
兵
し

て
い
る
）
・
米
陸
軍
二
百
四
十
人
が
参
加

し
た
。
一
九
九
七
年
十
一
月
の
四
回
目
か

ら
実
戦
を
想
定
し
た
内
容
。
民
間

道
も
取
り
入
れ
た
訓
練
。
戦
争
と

直
結
し
た
訓
練
内
容
。
イ
ラ
ク
を

想
定
し
た
も
の
。

二
月
中
旬
に
行
わ
れ
て
い
た
。
雪
中
訓

練
だ
っ
た
が
四
年
目
以
降
か
ら
は
実
戦
的

な
内
容
に
な
っ
た
。
共
同
演
習
に
反
対
・

集
会
を
開
催
。
一
日
共
闘
で
社
民
・
共
産

民
主
団
体
を
含
め
て
五
百
人
が
参
加
し
た
。

県
外
（
長
野
・
群
馬
）
か
ら
も
参
加
し
た
。

上
越
・
妙
高
な
ど
の
地
域
に
チ
ラ
シ
を

新
聞
折
込
で
七
万
三
千
二
百
世
帯
へ
配
布

し
た
。
平
和
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

を
つ
く
っ
て
い
く
。
一
緒
に
闘
っ
て
い
く
。

支
援
を
。

国
鉄
闘
争
＝
上
越
地
区
と
し
て
参
加
。

闘
っ
て
い
る
皆
さ
ん
が
納
得
で
き
る
解
決

を
。早

急
に
解
決
し
て
い
く
。

県
職
労
本
部佐

藤
執
行
委
員

五
年
間
の
格
差
に
対
し
て
の
闘
い
〜

福
祉
・
医
療
・
教
育
の
切
捨
て
。
医
療

で
は
魚
沼
地
区
に
つ
い
て
県
は
撤
退
。
障

害
者
施
設
に
つ
い
て
は
、
新
発
田
の
緑
風

苑
が
四
月
か
ら
民
営
化
。
施
設
の
民
営
化

が
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
。

非
常
勤
職
員
、
六
百
人
に
つ
い
て
百
三

十
人
が
一
方
的
に
解
雇
。
長
期
雇
用
に
マ

ス
コ
ミ
が
批
判
。
県
は
一
方
的
な
制

度
見
直
し
を
し
た
。
長
期
雇
用
継
続

を
訴
え
た
。
（
宣
伝
行
動
・
署
名
）

短
期
雇
用
〜
民
間
も
県
が
や
っ
て

い
る
か
ら
と
強
要
さ
れ
る
。
不
安
定

雇
用
を
無
く
し
て
い
く
闘
い
を
。

政
府
・
自
民
党
は
日
教
組
・
自
治

労
を
解
体
さ
せ
る
。
国
労
つ
ぶ
し
と

同
様
の
攻
撃
だ
。
少
し
で
も
前
進
し

て
い
く
た
め
共
に
が
ん
ば
ろ
う
。
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国
鉄
問
題
〜
二
十
年
前
の
状
況
。
分
・
民
以
降
公
的
部
門
に
つ
い

て
民
営
化
が
進
ん
で
い
る
。
国
労
を
つ
ぶ
す
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

だ
っ
た
。
昔
は
言
わ
な
か
っ
た
が
、
今
は
具
体
的
に
示
し
て
い
る

（
公
務
員
・
教
組
）
な
ど
。

間
違
っ
て
き
た
政
治
を
追
及
し
て
い
る
。
整
っ
て
き
た
条
件
と
障

害
は
何
か
。
誰
を
相
手
に
闘
う
か
。

和
解
に
つ
い
て
（
中
労
委
）

絶
対
で
き
な
い
と
思
っ
て
き
た
が
、
で
き
る
ん
だ
と
思
っ
た
。
し
か

し
差
別
が
無
く
な
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
差
別
を
公
認
に
し
て
き
た

こ
と
に
つ
い
て
、
崩
す
こ
と
が
で
き
た
。
解
決
の
糸
口
に
。

解
決
す
る
条
件
が
整
っ
て
き
て
い
る
。
ひ
と
つ
の
要
求
で
ま
と
ま
っ

て
き
た
。
共
同
行
動
は
画
期
的
な
こ
と
。
①
司
法
が
不
当
労
働
行
為

を
認
定
②
Ｊ
Ｒ
内
の
他
労
組
の
変
化
・
Ｊ
Ｒ
幹
部
に
も
早
く
解
決
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
③
厚
労
省
は
解
決
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

障
害
は
国
交
省
と
政
府
だ
。
追
い
込
ん
で
い
る
の
で
は
〜
。
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